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令 和 ９ 年 度  

京都大学大学院人間・環境学研究科 

博士後期課程編入学生募集要項 

 
大学院人間・環境学研究科の目的 

人間・環境学研究科は、環境、自然、人間、文明、文化を対象とする幅広い学問分野の越境を通して、人間と環境の

あり方についての根源的な理解を深めるとともに、近い将来だけではなく遠い未来をも見据えた先駆的研究の推進、教

育研究における国際連携の強化、自然科学・人文科学・社会科学の垣根を越えた総合的な産学官連携に資する研究と教

育によって、人間及び環境の問題に対して広い視野と高度な知識、高い倫理性と強い責任感をもって取り組むことので

きる研究者、指導者、実務者を養成することを目的としています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 現代の科学・技術は、人間の可能性を限りなく押し広げてきた反面、地球環境問題、エネルギー問題、地域紛争、富

の地域間格差等の諸問題を次第に顕在化させ、グローバル化の波とあいまって、わたしたちに新たな課題をつきつけて

います。人間・環境学研究科は、こうした新たな問題群に立ち向かい、地球規模での危機的状況を打開・克服するため

に、これまでの知の蓄積を踏まえつつ、新たな知のパラダイムを構築し、高い倫理性と強い責任感をもって社会の発展

に貢献することのできる人を求めています。人間・環境学研究科への入学を希望する人に求めるものは、下記に示す資

質・能力です。 

1.特定の学問分野を主軸とする専門的研究において、問題の設定からその解決方法の提示に至る研究過程に取り

組むことのできる知識、能力ならびに熱意を有していること。 

2.他者や異文化に対する理解を尽くした上で、自らの見解を形成し、それを豊かに表現するプレゼンテーション

能力やコミュニケーション能力、ならびにリーダーシップを持っていること。 

3.人文科学・社会科学・自然科学を横断する幅広い知識と教養を身につけ、自らの専門分野のみに閉じこもらな

い、人間・文明・自然に対する、多角的な視点や柔軟な発想力を培っていること。 

4.「人間・環境学研究科」の名称にある「・」は、加算的な意味合いの「・」ではなく、乗算的な意味合いのそ

れである。この名称が示唆するように、既成の知を熟知しているだけでなく、それを基盤に新たな創造的飛躍を

なしうる知的軽やかさを身につけていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
１．募集人員  

人間・環境学専攻    若干名 
 

２．出願資格  

(1) 修士の学位又は修士（専門職）若しくは法務博士（専門職）の学位を有する者及び令和 9 年3月31日ま 
  でに該当見込みの者 
(2)  外国において、本学大学院の修士課程又は専門職学位課程に相当する課程を修了した者及び令和 9 年3月31日 
  までに修了見込みの者 
(3)  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、本学大学院の修士課程又は専門 

○専攻及び講座名 
人間・環境学専攻 

 01…数理・情報科学講座  02…人間・社会・思想講座  03…芸術文化講座 

 04…認知・行動・健康科学講座  05…言語科学講座   06…東アジア文明講座 

 07…共生世界講座   08…文化・地域環境講座  09…物質科学講座 

 10…地球・生命環境講座 

 

○指導課程区分 
本研究科が募集対象とする指導課程には、次の２種の区分がある。（詳細：5 頁） 

課程博士 A 所定の博士後期課程 
課程博士 B 特別に設けた課程（博士前期課程・修士課程修了後も、引き続き社会人として 3 年以上 

研究を継続し、本研究科の研究目的に沿った研究業績を既に発表している者を対象とす

る。） 
注意：「京都大学 WEB 出願システム」上で登録する指導課程区分は、指導を希望する教員と事前に相談の

うえ記入すること。 



-  - 2

  職学位課程に相当する課程を修了した者及び令和 9 年3月31日までに修了見込みの者 
(4) 我が国において、外国の大学（専門職大学に相当する外国の大学を含む。）の大学院の課程を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当

該課程（本学大学院の修士課程又は専門職学位課程に相当する課程に限る。）を修了した者及び令和 9 年 3
月31日までに修了見込みの者 

(5) 国際連合大学（国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和

51 年法律第 72 号）第 1 条第 2 項の規定によるものをいう。次号において同じ。）の課程を修了し、修士の

学位に相当する学位を授与された者及び令和 9 年3月31日までに授与される見込みの者 
(6) 外国の学校、上記(4)の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準（昭

和 49 年文部省令第 28 号）第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格した者であって、本

学において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 
(7)  文部科学大臣の指定した者（平成元年 9 月 1 日文部省告示第 118 号） 

〔大学を卒業し、又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了した後、大学、研究所等におい

て 2 年以上研究に従事した者で、当該研究の成果等により、本研究科において、修士の学位を有する

者と同等以上の学力があると認めた者〕 
(8)  本研究科において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は修士（専門職）若しくは法務博士（専 

門職）の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、令和 9 年3月31日までに 24 歳に達するもの 
【注 1】 出願資格（6）・（7）・（8）により出願を希望する者は、出願に先立ち、出願資格の審査を行うので、申請に必要な書類を令和 8

年 11 月 6 日（金）までに本研究科大学院教務掛へ請求・入手し、関係する証明書を添えて大学院教務掛へ書留便で提出する

こと。 （令和 8 年 11 月 13 日（金）午後 5 時（必着）） 

【注 2】 外国の大学院を修了（見込みも含む）した者は本研究科が定める出願登録期間前に、下記の AAO（Admissions Assistance 

Office、以下「AAO」）において出願資格の照会をすること。令和 8 年 11 月 24 日（火）までに照会手続が完了していない場合

は、出願することができない。また、出願の際に、AAO からの結果通知メール件名欄に記載されている ID 番号を、「京都大学

WEB 出願システム」上で登録すること。 

AAO についての HP 

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/international/students1/study1/graduate/graduateinfo/ku-aao 
 

３．出願手続 

  出願手続きは、下記４．出願登録期間中に「京都大学 WEB 出願システム」上で出願登録及び以下(1)～(5)の書

類アップロード、入学検定料納入をすることにより完了する。窓口での受付は行わない。 

「京都大学 WEB 出願システム」には以下の人間・環境学研究科 Web サイトからアクセスすること。なお、

出願書類に不備があれば受理しない場合がある。 
 

【人間・環境学研究科 Web サイト】 
https://www.h.kyoto-u.ac.jp/entrance_exam/gr/application/ 

  
(1)顔 写 真 デ ー タ 上半身脱帽正面向きで、出願前 3 か月以内に単身で撮影したもの（ファイルの拡張子

は jpg または jpeg）。背景は無地で、顔全体がはっきりと見えるもの。写真は加工し

ないこと。また人物を特定しにくい、顔の写り方が小さすぎる、顔が中央に位置して

いないなど、不適格な写真は受け付けない。 

(2) 修了(見込)証明書 出身大学学長又は研究科長が作成したもの。 

  及び成 績 証 明 書 ＊修士課程修了者について、修了証書や学位記のアップロードは不可。必ず修了 
証明書をアップロードし、入学手続時まで原紙を保管しておくこと。 

(3) その他の添付書類 外国人留学生で、日本に在留している者は市区町村長の発行する住民票又は在留 

カードの表･裏両面(住民票、在留カードは在留資格、在留期間満了日が記載された 

もの)、海外在住の者はパスポート（顔写真の貼付されたページ） 

(4) 研 究 計 画 書 上記【人間・環境学研究科 Web サイト】に掲載する指定様式にて作成して、PDF に 
変換したファイル 

(5) 論       文 ア．課程博士Ａ 修士論文又はこれに代わる論文とその要約（4,000 字程度） 

        イ．課程博士Ｂ 修士論文又はこれに代わる論文とその要約（4,000 字程度）及び 

主要な発表論文 

                ※論文及び要約は、それぞれ PDF ファイルで準備してアップロードすること。 
ファイルは 1 つにつき最大 25MB までで、合計 5 つまでアップロード可能。 
作成したファイルが 25MB を超える場合は分割してアップロードすること。 
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【入学検定料の納入方法について】 
「京都大学 WEB 出願システム」上で画面の指示に従って、入学検定料の納入方法を選択、支払いすること。 
納入方法として「クレジットカード」、「コンビニ決済」、「銀行決済（ペイジー決済）」のいずれかを選択できる。 
※出願登録の際に必要な料金は以下のとおり。 

・入学検定料（30,000 円） 
以上の料金の他に決済手数料が必要となる（最終的な料金は WEB 出願システム画面で確認すること）。 

※本学他研究科において令和 9 年 3 月修士課程修了予定の者は、検定料を納付することを要しない。 
※国費外国人留学生として入学を希望する場合も入学検定料を納入すること（本学国費外国人留学生（修士課程）在学

中の者を除く）。なお文部科学省において国費外国人留学生として採用が決定し、本学力考査に合格のうえ、入学する

場合は入学検定料を返還する。 
※平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災ならびに平成 28 年 4 月に発生した熊本地震、平成 30 年 7 月豪雨、平成 30 年

9 月に発生した北海道胆振東部地震、令和元年 10 月に発生した台風 19 号、令和 2 年 7 月豪雨、令和 6 年能登半島地

震による災害救助法適用地域において、主たる家計支持者が被災された方で、罹災証明書等を得ることができる場合

は入学検定料を免除することがある。詳しくは 11 月 6 日（金）までに、本研究科大学院教務掛まで問い合わせること。

なお、検定料免除申請していないにも関わらず「京都大学 WEB 出願システム」上で「免除申請を行った」を選択し出

願登録を完了させたことにより出願登録期間内に入学検定料が支払えなかった場合、出願不受理となるため注意する

こと。 
※「コンビニ決済」、「銀行決済（ペイジー決済）」を選択し出願登録を確定させた場合でも、出願登録期間内に入学検定

料支払いができなかった場合、出願不受理となるため注意すること（WEB 出願システムの画面や払込票に表示される

支払期限にかかわらず、必ず出願登録期間内にお支払いください）。 
※入学検定料納入後は登録内容の変更ができない。個別の修正依頼も受け付けないので注意すること。 

 

４．出願登録期間 

   令和 8 年 12 月 7 日(月) 午前 9 時から令和 8 年 12 月 9 日(水)午後 5 時まで（厳守）。 
 

５．試験実施方法及び試験日程 

  受験票は令和 9 年 1 月 15 日（金）午後 1 時以降に「京都大学 WEB 出願システム」から出力可能とな

るため、必ず A4 用紙にカラー印刷（拡大縮小不可）して試験当日に持参すること。また、受験に関する

連絡事項（口頭発表及び試問の実施時間等を含む）も同時に「京都大学 WEB 出願システム」で内容を通

知する。 
 

(1) 試 験 方 法  提出した論文を中心として口頭発表及び試問（液晶プロジェクターは用意してある 

            ので、利用可能）を行う。また、必要な場合は専門科目及び外国語等に関する筆答 

試験を行うことがある。その場合は、おって実施日程を連絡する。 

(2) 試 験 日 程  令和 9 年 2 月 2 日（火） 口頭発表及び試問：午前 9 時 30 分開始 

・予備日（令和 9 年 2 月 8 日（月）） 
   暴風警報の発令等により試験実施が困難な場合に、試験の実施日程を繰り下げる場合がある。その場合の予

備日を上記の日とする。試験日を変更する場合は、試験予定日の朝までに人間・環境学研究科ホームページ
（https://www.h.kyoto-u.ac.jp/）及び人間・環境学研究科掲示板にて告知するので、必ず確認すること。 

(3) 試  験  場  京都大学大学院人間・環境学研究科棟（京都市左京区吉田二本松町） 

 

６．合格者発表 

 令和 9 年 2 月 19 日(金)午後 1 時頃、「京都大学 WEB 出願システム」上で発表する。(電話等による結果の問

合せには応じない。) 

 合格者には 2 月 26 日(金)頃に合格通知書をレターパックにて発送する。 

 「京都大学 WEB 出願システム」では合否のみ発表するので、各自の合格した講座・担当教員については合

格通知書により確認すること。 

 

７．入学手続等 

(1) 入  学  料  282,000 円 ＊入学時に改定されることがある。 

ただし、本学他研究科において令和 9 年 3 月修士課程修了予定の者及び国費外国人                

留学生として配置が決まった場合は、入学料を納付することを要しない。 

(2) 授  業  料  前期分 267,900 円(年額 535,800 円) ＊入学時、在学時に改定されることがある。 

国費外国人留学生として配置が決まった場合は授業料を納付することを要しない。 

(3) 留  意  事 項 入学料･授業料の納付期日及び入学手続日･場所･提出書類等については、合格通知書

と併せて案内を送付する。 
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８．社会人入学 

  社会人で、大学院設置基準第 14 条特例（社会人学生の所属先における勤務条件、通学に要する時間等を考

慮し、授業時間は、通常の授業時間帯及び通常の授業時間帯以外の特定の時間又は時期に設ける）による教育

の実施を希望する者は、入学願書提出に先立ち、本研究科において勉学を希望する分野の担当教員に申し出て

相談すること。 

 

９．注意事項 

(1)  出願に関する注意 

ア．出願しようとする者は、出願に先立ち自己の研究テーマによる受入れ及び研究指導の可否、必要な提出論

文及び筆答試験の有無等の確認が必要なので、指導を希望する教員に必ず照会し、その指示に従うこと。 

イ． 出願登録手続後は、いかなる理由があっても登録内容の書き換えを認めない。また、入学検定料の払い戻

しはしない。 

(2)  受験に関する注意 

ア．「試験室・控室」及び「口頭発表プログラム」については、令和 9 年 1 月 15 日午後 1 時以降に「京都大 
学 WEB 出願システム」で通知する。 

イ．2 月 2 日（火）の試験当日は、必ず各自の試験開始時刻の 30 分前までに人間・環境学研究科棟控室にて 

待機すること。遅刻者は入室を許可しないことがある。 

ウ．筆答試験が必要な場合の試験室への携帯品は、受験票の他、筆記具（黒鉛筆（シャープペンシル可）・ 

  消しゴム・鉛筆削り）・時計（時計機能だけのもの）に限る。 

(3)  入学手続に関する注意 

ア．出願登録時にアップロードした修了証明書及び成績証明書は入学手続き時に必ず原紙を提出（返却は行わ 

ない）すること。アップロードしたものと異なる書類を提出した場合、入学を認めないことがある。また、

出願登録時に大学院（研究生等を含む）に在学中のまま受験した者は、入学手続時に所属長の発行する修

士修了証明書又は退学証明書（様式随意。退学の日付は、令和 9 年 3 月 31 日以前であること。）を提出

すること。 

イ．官公庁・会社等に在職のまま入学する者は、所属長の発行する入学承諾書（様式随意）を入学手続時に 

   提出すること。 

ウ．本学では、非居住者または特定類型該当者に対する技術・情報の提供、ならびに物品の輸出に関し、研究

内容が安全保障上の懸念に該当しないかを確認しており、外為法により規制される事項に該当する場合、

合格しても入国許可が得られない可能性や、入学後の研究活動に制限が生じる可能性があるため、予め留

意すること。 

 (4) 障害等があり受験上若しくは修学にあたって配慮を必要とする者は、令和 8 年 11 月 6 日（金）までに、

本研究科大学院教務掛へ申し出ること。 

(5) 外国人留学生は、事務手続きに関して、最低限の日本語能力を必要とする。 

(6） 出願登録内容に虚偽事項が発見された場合は、合格あるいは入学後であってもそれを取り消す場合がある 

ので注意すること。 

(7) 出願及び受験にあたって、本募集要項公開以降に新たに連絡事項が生じた場合、人間・環境学研究科ホーム 
ページ（https://www.h.kyoto-u.ac.jp）にて告知する場合があるので、合格発表日まで定期的に確認すること。 

 

１０．個人情報の取り扱いについて 

    出願書類等に記載されている、氏名、性別、生年月日、住所、その他の個人情報（成績判定に関する情報を

含む）は、入学試験の実施および入学手続き等のため、「京都大学における個人情報の保護に関する規程」の

定めるところにより取り扱う。 

  

   令和８年１０月 

京都大学大学院人間・環境学研究科    

110jinkan_jimu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
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○ 指導課程区分 

 本研究科では、博士として十分な学識を有し、かつ独自の独創的な見識に基づき自立して高度な研究を遂行し

うる研究者と認められる者に対して、以下の区分と基準に従って博士の学位を授与する。 

  すなわち、 

① 本研究科博士後期課程において必要な研究指導を受けたうえ所定の単位（13 単位以上）を修得し、博士論文

を提出してその審査及び試験に合格した者、以下「博士論文指導課程：課程博士Ａ」と記す。 

② 学界、官界、業界の各分野において研究に従事し、これまでに十分な研究業績を有する者であって、かつ、

本研究科においてより高度な学問的見地から、これまでの業績を学問体系としてまとめるための系統的な指導

を受けたうえ所定の単位（11 単位以上）を修得し、博士論文としての総合論文を作成してその審査及び試験に

合格した者、以下「博士論文指導課程：課程博士Ｂ」と記す。 

この両者に、いずれも「博士（人間・環境学）」の学位を授与する。 

先に述べたように、本研究科では、学生が博士論文に値する研究に速やかに取りかかり、完成しうるように系

統的な指導を行えるようなカリキュラムを編成しているが、博士論文の審査にあたっても各候補者のこれまで

の業績と本研究科での研究成果、そしてその将来性を十分評価し、また審査する。 

以上の博士論文指導課程と入学及び学位授与等の手続をまとめると、つぎのようになる。 

 

 ① 課 程 博 士 Ａ ② 課 程 博 士 Ｂ 

入学資格又は論

文博士の学位授

与対象者に推薦

される資格 

 大学院博士前期課程（修士課程）等修了又は修了

見込の者（＊１） 

 博士前期課程（修士課程）修了（＊４）後も引き続

き社会人として研究を継続し（＊５）論文・著書の

刊行を通じて本研究科の研究目的に沿った研究業績

（＊６）を既に発表している者 

 （上記の業績の審査と口頭発表及び試問によって

入学可否の判定を行う。） 

博士後期課程 

    １年次 

人間・環境学特別研究Ⅰ 

課題研究レポートⅠ 

人間・環境学特別研究Ⅱ 

課題研究レポートⅡ 

    ２年次 

人間・環境学特別研究Ⅱ 

課題研究レポートⅡ 

人間・環境学特別演習1・2 

人間・環境学特別セミナー 

 

 

博士論文としての総合論文提出     ３年次 

人間・環境学特別演習1・2 

人間・環境学特別セミナー 

博士論文提出 

学位申請に必要

な資格並びに審 

査基準 

必要な研究指導を受けたうえ、「人間・環境学特別

研究Ⅰ、Ⅱ」、「人間・環境学特別演習1・2」、「人間・

環境学特別セミナー」を履修して、所定の単位（13
単位以上）を修得し、博士論文を提出して、その審

査及び試験に合格すること。（＊３） 

 

 

 必要な研究指導を受けたうえ、「人間・環境学特別

研究Ⅱ」、「人間・環境学特別演習 1・2」、「人間・環

境学特別セミナー」を履修（＊７）して、所定の単

位（11 単位以上）を修得し主な論文・著書の内容を

基礎とした「総合論文」（＊８）を博士論文として提

出し、その審査と試験に合格すること。 

標 準 修 業 年 限 ３年 ３年 

最 短 修 業 年 限 

２年 １年 

本学通則第 50 条第 6 項に基づいて、標準の 3 年の在学期間を短縮しうる者は、その学位論文がその

研究分野全般の現状からみて、極めて優れた研究成果であることが明瞭である場合とする。 

学 位 授 与 博士（人間・環境学） 

【留意事項】 

（＊１）

 

 

（＊２）

（＊３）

（＊４）

 

（＊５）

（＊６）

（＊７）

（＊８）

 

 入学希望者に対しては、修士論文等の審査及び口頭発表及び試問による入学可否の判定を行う。外国人留学生は、

入学願書の提出に先立ち、勉学を希望する分野の担当教員に申し出て、学位修得に至るまでの詳細について、相談

すること。 

 破線（---）で区切った区画は 1 年間にまとめて履修しうることを示す。 

 博士論文は、本研究科で学位授与のための博士論文の審査に付される。 

 本研究科以外（外国を含む）の博士前期課程（修士課程）を修了した者、あるいは博士前期課程修了者と同等あ

るいはそれ以上の学力を有していると本研究科において認める者であってもよい。 

 3 年以上継続していること。 

 共著者の同意、承諾を得たものであれば、共著の成果であってもよい。 

 現職に籍を置いたままで履修できるように、指導教員と相談すること。 

 「総合論文」とは、博士後期課程入学以前の論文又は、著書の内容を基礎とし、本研究科での研究業績をまとめ

た単著の論文で、博士学位申請論文として取扱う。 

（＊２） 

（＊２） 
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下記の教員は、今回博士後期課程編入学生の受入を行いませんので注意して下さい。       
 

 

人間・環境学専攻 
 

01.数理・情報科学講座  上木 直昌 
立木 秀樹 

 
 

02.人間・社会・思想講座  佐藤 義之 
西山 教行 
細見 和之 

 
 

03.芸術文化講座    
 
 

04.認知・行動・健康科学講座  齋木 潤 
 
 

05.言語科学講座   柳瀬 陽介 
 
 

06.東アジア文明講座   須田 千里 
辻  正博 

 
 

07.共生世界講座   浅野 耕太 
     森口 由香 

 
 

08.文化・地域環境講座  小島 泰雄 
 
 

09.物質科学講座   内本 喜晴 
     小松 直樹 

田部 勢津久 
藤原 直樹 
舟橋 春彦 

 
 

10.地球・生命環境講座  瀬戸口 浩彰 
 
 


